
省

令

平成™š年™月˜œ日 火曜日 第œ› œ号官 報
〇
総
務
省
令
第
三
号

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百

二
十
一
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日総

務
大
臣

片
山

善
博

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年

自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
三
第
七
級
の
項
第
十
二
号
中
「
女
子
の
外
貌ぼ
う

」

を
「
外
貌
」
に
改
め
、
同
表
第
九
級
の
項
中
第
十
六
号
を

第
十
七
号
と
し
、第
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

外
貌
に
相
当
程
度
の
醜
状
を
残
す
も
の

別
表
第
三
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
中
「
男
子
の
外
貌ぼ

う

に
著
し
い
」
を
「
外
貌
に
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
を

削
り
、
同
表
第
十
四
級
の
項
第
十
号
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か

か
り
、
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾

病
に
か
か
り
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。）前
に
治
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
補
償
年

金
を
受
け
る
者
の
当
該
障
害
補
償
年
金
に
係
る
障
害
の

程
度
に
施
行
日
前
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
存
し
た
障

害
に
係
る
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
別
表
第

三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
三
条

職
員
が
施
行
日
前
に
公
務
上
死
亡
し
、
若
し
く

は
通
勤
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
（
施
行
日
以
後
に
地
方

公
務
員
災
害
補
償
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十

二
条
第
一
項
第
四
号
の
夫
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
又
は
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に

お
い
て
同
項
の
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
妻
が
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
を
除

く
。）又
は
施
行
日
前
に
法
第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員

の
遺
族
の
障
害
の
状
態
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か

か
り
、
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾

病
に
か
か
り
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
か
ら
施
行
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
治
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
補
償
年

金
を
受
け
る
者
の
当
該
障
害
補
償
年
金
に
係
る
障
害
の

程
度
に
当
該
期
間
に
お
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
存

し
た
障
害
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員

災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）

別
表
第
三
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
四
級
の

項
第
十
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、

附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
っ
た
日
又
は
当
該
変
更
が

あ
っ
た
日
か
ら
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
（
以
下「
新
規
則
」と
い
う
。）

別
表
第
三
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
五
条

職
員
が
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
か
ら
施
行
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
公
務
上
死
亡
し
、
若
し
く
は
通
勤

に
よ
り
死
亡
し
、
若
し
く
は
当
該
期
間
に
お
い
て
法
第

三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
職
員
の
遺
族
に
障
害
を
有
す
る

者
が
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
遺
族
の
障
害
（
旧
規
則

別
表
第
三
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
四
級
の

項
第
十
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）又
は
当
該
期
間

に
お
い
て
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
夫
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
障
害
の
状

態
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
存
し
た
障
害
（
旧
規
則
別

表
第
三
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
四
級
の
項

第
十
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）の
状
態
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
職
員
が
死
亡
し
た
日
又
は
当
該
変
更
が

あ
っ
た
日
か
ら
新
規
則
別
表
第
三
の
規
定
を
適
用
す

る
。

〇
総
務
省
令
第
四
号

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
六

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
補
償
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日総

務
大
臣

片
山

善
博

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
支
給
等

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
支
給
等
に
関

す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
総
務
省
令
第
百
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
七
級
の
項
第
十
二
号
中
「
女
子
の
外
貌ぼ
う

」

を
「
外
貌
」
に
改
め
、
同
表
第
九
級
の
項
中
第
十
六
号
を

第
十
七
号
と
し
、第
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

外
貌
に
相
当
程
度
の
醜
状
を
残
す
も
の

別
表
第
二
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号
中
「
男
子
の
外
貌ぼ
う

に
著
し
い
」
を
「
外
貌
に
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
を

削
り
、
同
表
第
十
四
級
の
項
第
十
号
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
（
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）第
二
条
第

三
項
に
規
定
す
る
非
常
勤
消
防
団
員
等
（
以
下
「
非
常

勤
消
防
団
員
等
」
と
い
う
。）が
公
務
に
よ
り
、
若
し
く

は
消
防
作
業
若
し
く
は
水
防
（
以
下
「
消
防
作
業
等
」

と
い
う
。）に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協
力
し

た
こ
と
に
よ
り
、
負
傷
し
、若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）

前
に
治
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
者

の
当
該
障
害
補
償
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
に
施
行
日

前
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
存
し
た
障
害
に
係
る
非
常

勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
支
給
等
に
関
す
る

省
令
別
表
第
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

非
常
勤
消
防
団
員
等
が
施
行
日
前
に
公
務
に
よ

り
、
若
し
く
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救

急
業
務
に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、死
亡
し
た
場
合（
施

行
日
以
後
に
政
令
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
夫
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
障
害
の
状

態
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
又
は
政
令
第
八
条
の
二
第
四

項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
同
項
の
遺
族
補
償
年
金

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
妻
が
同
項
第
二
号
に
該
当
す

る
に
至
っ
た
と
き
を
除
く
。）又
は
施
行
日
前
に
政
令
第

九
条
の
二
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

お
け
る
当
該
非
常
勤
消
防
団
員
等
の
遺
族
の
障
害
の
状

態
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

非
常
勤
消
防
団
員
等
が
公
務
に
よ
り
、
若
し
く

は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務
に
協

力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か

か
り
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
日
か
ら
施
行
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
治
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受

け
る
者
の
当
該
障
害
補
償
年
金
に
係
る
障
害
の
程
度
に

当
該
期
間
に
お
い
て
変
更
が
あ
っ
た
と
き
に
存
し
た
障

害
（
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
非
常
勤
消
防
団
員
等

に
係
る
損
害
補
償
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令（
以
下「
旧

省
令
」
と
い
う
。）別
表
第
二
第
十
二
級
の
項
第
十
四
号

又
は
第
十
四
級
の
項
第
十
号
に
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。）に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
負
傷
若
し
く
は
疾
病
が
治
っ
た
日

又
は
当
該
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
支

給
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。）別

表
第
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
五
条

非
常
勤
消
防
団
員
等
が
平
成
二
十
二
年
六
月
十

日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
公
務
に
よ
り
、
若

し
く
は
消
防
作
業
等
に
従
事
し
、
若
し
く
は
救
急
業
務

に
協
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
死
亡
し
た
場
合
、
若
し
く

は
当
該
期
間
に
お
い
て
政
令
第
九
条
の
二
第
二
号
に
該

当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
非
常
勤

消
防
団
員
等
の
遺
族
に
障
害
を
有
す
る
者
が
あ
る
と
き

に
お
け
る
当
該
遺
族
の
障
害
（
旧
省
令
別
表
第
二
第
十

二
級
の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
四
級
の
項
第
十
号
に
該

当
す
る
も
の
に
限
る
。）又
は
当
該
期
間
に
お
い
て
政
令

第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
夫
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
に
存
し
た
障
害
（
旧
省
令
別
表
第
二
第
十
二
級

の
項
第
十
四
号
又
は
第
十
四
級
の
項
第
十
号
に
該
当
す

る
も
の
に
限
る
。）の
状
態
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
附
則

第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
職
員

が
死
亡
し
た
日
又
は
当
該
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
新
省

令
別
表
第
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
四
号

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
二

年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
二
項
並
び
に
独
立

行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平

成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る

政
令
施
行
規
則
並
び
に
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日

文
部
科
学
大
臣

ˆ
木

義
明

™
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